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府立貝塚高等学校 

校長 中山 玲代 

 

平成 30 年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

総合学科の特性を活かして地域のニーズやグローバル化する社会の要請に応える教育活動を展開し、地域や次代を支えリードする人材を育成する。 

１．多様な学びを通して能力・適性を伸ばし、自らの将来を展望し見通すことができる力を育む。 

２．急速に変化する社会の中でも、広い視野を持ち、自らの社会での役割を見出し、活躍できる「自主、自律、創造」の力を育む。 

３．本校で身につけた知識や経験に自信と誇りを持ち、様々な困難に立ち向かっていくとともに、他者を理解し、協働できる寛容な力を育む。 

４．学校、地域における教育資源と社会資源を相互活用しながら交流を推進し、一層地域に信頼され愛される学校をめざす。 

 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成 

(1)「わかる授業、学力がつく授業、進路に結果をだす授業」をめざした取り組みを進める。 

ア 総合学科の特性を活かした授業展開をもとに、従来の授業実践と ICT機器を活用した授業を融合し、経験の浅い教員とベテラン教員との能力を組

み合わせ、技術や知識の共有を図る。 

イ “量”より“質”による希望進路の実現を図り、生徒の「進路希望実現率 100％」をめざし、自習室の充実、学習環境の整備に努める。 

ウ 自立支援コース生徒の進路実現に向け、校内サポートを充実させるとともに関係諸機関と連携し就労に向けた取組みを多面的に行う。 

エ 会議や校内の連絡・情報共有体制を見直し、教員が校内研修や教材研究をする時間を一層とれるよう工夫する。   

 ※学校教育自己診断（生徒）における「わかりやすい授業」の肯定率を、2020 年度には 6５％以上をめざす。（H29 58％） 

※Ｈ30には進路未定率２％以下を達成し、2020年度以降も限りなく０％をめざす。（H29 2％） 

２ キャリア教育、人権教育の推進 

(1) キャリア教育、人権教育を系統的、積極的に推進し、将来、職業人・社会人としてよりよく自己を活かして生きていくための基盤となる能力や態度を

育成する。 

ア 「産業社会と人間」、「総合的な学習の時間」、LHR 等を活用して、キャリア教育、人権教育を行う。 

イ 生徒の学習歴の多様化を踏まえ、小中学校でのキャリア教育、人権教育の状況を把握し、小中学校と連携した取組みを一層推進する。 

   ウ 挨拶、礼儀、身だしなみ等、公共の場での自ら規範意識を高める態度を日々の教育活動の中ではぐくむ。 

   エ 時間を守り、落ち着いて学習活動に取り組めるよう、基本的生活習慣を確立させる。 

※2019 年度までに遅刻件数 30％減をめざす  （H28年 遅刻件数約 7000 件、Ｈ29年 遅刻件数約  6500 件） 

３ 「自主・自律・創造」力と「協調・協働」力の育成 

(1) 多様な学びを通して身に付けた能力を最大限に発揮し、自律的自発的に活動し、自らの才能を開花させる環境を整える。 

ア 学校行事や部活動を通して得られる連帯感と、集団活動によって味わえる成就感・達成感を経験させる。 

イ 生徒同士がそれぞれの違いを理解しようと努め、意思疎通を図ることによって互いを尊重し、協働できる姿勢をはぐくむ。 

      ウ 国際理解教育を進めるため、海外の生徒と交流する機会を設ける。 

  エ 生起した事案を教育相談係や年次連絡会で集約し、本人の希望を尊重しながら情報の共有化を図り学校全体で支えていく体制を充実させる。 

(2) 他校種や地域との連携を深めるとともに学校情報の積極的な発信を行う。 

    ア 近隣の小中学校や施設との連携を強化し、地域に一層信頼される学校をめざす。 

   イ  学校ホームページや校長ブログを活用し、学校情報発信を積極的に行う。 

 ※部活動加入率を、2020年度には 5５％以上をめざす。（Ｈ29 37%） 

※学校教育自己診断（生徒）における「悩みや相談に親身なって応じてくれる先生がいる」の肯定率を、2020年度には 70％以上をめざす。（H29 61％） 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 30 年 11 月実施分］ 学校運営協議会からの意見（ ）内は学校の回答 

【学習指導等】 

・自己診断（生徒）の肯定率で「授業でプロジェクターなどを使って説明」は 89％、「わか

りやすく楽しい」は 60％、「考えをまとめたり、発表することがよくある」67％「グルー

プで活動することがよくある」65％。自己診断（教職員）の肯定率では「教材の精選・工

夫を行っている」87％、「ＩＣＴを活用する授業が多い」87％。「主体的・対話的で深い学

び」をめざし、校内研修や公開研究授業を通して授業改善を学校全体で取り組んだ成果で

ある。 

【キャリア教育・人権教育等】 

・自己診断（生徒）の「将来の進路や生き方について考える機会」の肯定率が 75％。また、

自己診断（生徒）の「人権の大切さについて学ぶ」の肯定率は 76％。自己診断（教職員）

「教育活動について日常的に話し合っている」87％。「3年間を見据えた人権教育」に取り

組み、情報共有と事案に対する迅速な対応に努めた成果と言える。 

【自主・自立・創造力、協働力等】 

・自己診断（生徒）の「悩みや相談に親身になってくれる先生」の肯定率は、62％、特に 3

年次生は高い肯定率（66％）を示している。一方で、「先生は問題を見逃さずに対応する」

は 55％、「担任以外で気軽に相談できる先生がいる」は 46％と低く、生徒相談体制の工夫

が必要と考える。 

・体育祭、文化祭、修学旅行のアンケート結果はすべて「楽しかった」が 90％代後半となっ

た。また、海外から来校した生徒との交流を希望する生徒は 30 名から 50 名程度集まり、

抽選を行うほどであった。 

【第 1回（平成 30 年 6月 26 日）】 

・大阪府のパソコンにあるＯＮ―ＬＩＮＥ掲示板の使い方と教

員のスマートフォン規定は大阪府共通か（→ＯＮ―ＬＩＮＥ掲

示板は学校によって使用形態が違う。教員のスマートフォン規

定は本校独自で作成した。） 

・化粧をしている高校生がいるが、貝塚高校での指導は？（→

身だしなみとしてこれから検討していく。） 

・「産業社会と人間」の指導における担任の違いはないのか？（→

事前に打ち合わせをして内容を確認している。） 

【第 2回（平成 30年 10 月 22 日）】 

・遅刻が多いことへの対策は→各年次で新たな指導を導入。 

・教育相談室の利用度について（→あまり利用されず。ＳＣの

利用は一定数いる。） 

・働き方改革の取組み主体はどこか（→管理職が行っている。） 

【第 3回（平成 31年 1月 23 日）】 

・国立大学合格者について、本人が志望校を選んだ理由は？（→

自分の勉強したい領域があったから関東であったが志望した） 

・化粧について、教員の指導方針をまとめにくいのはしんどい

状況だと言える。中学校では今、スマホの扱いも検討中。 

・大麻や薬物について大阪では高校生にも広まっている。学校

の対策・指導は？（→1 年次の夏休み前に外部より講話を聴い

ている。また、今年度は全校生徒に少年サポートセンターから

話をしていただいた。） 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期
的 
目標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

(1)「わかる授業、学力

がつく授業、進路に結果を

だす授業」をめざした取り

組みを進める。 

ア 総合学科の特性を活

かした授業展開をもとに、

従来の授業実践と ICT 機

器を活用した授業を融合

し、経験の浅い教員とベテ

ラン教員との能力を組み

合わせ、技術や知識の共有

を図る。 

イ “量”より“質”によ

る希望進路の実現を図り、

生徒の「進路希望実現率

100％」をめざし、自習室

の充実、学習環境の整備に

努める。 

ウ 自立支援コース生徒

の進路実現に向け、校内サ

ポートを充実させるとと

もに関係諸機関と連携し

就労に向けた取組みを多

面的に行う。 

エ 会議や校内の連絡・情

報共有体制を見直し、教員

が校内研修や教材研究を

する時間を一層とれるよ

う工夫する。   

ア・授業力向上チームを中心に、授

業アンケート、学校教育自己診断

の結果を踏まえ、教材の精選・授

業展開の工夫を行う。 

・校内授業公開週間を年に 2回し、

教科ごとの授業研究を奨励する。 

・近隣幼稚園、小・中学校、施設と

の交流を一層活発に行う。 

・ICT 機器を授業に一層活用できる

ように授業を工夫する。 

イ・自習室の開室時間を生徒の希望

に応じて柔軟に対応する。 

・生徒同士で高めあう集団づくり

に取り組み、妥協しない進路先

を実現する。 

・進路ＨＲ、進学説明会等を通じ

て、多様化する入試制度を生徒

にも保護者にも情報提供する。 

・自分の能力に応じた級の漢字検

定、英語検定を受けるよう、奨

励する。 

ウ・自立支援コース生徒の進路実現

に向け、本人・保護者の意向を

踏まえ、関係諸機関とも連携し

就労に向けた取組みを多面的

に行う。 

エ・職員会議を減らし、各種研修を

年度当初から行事計画に入れる。

単なる連絡だけの会議を減らし、

その代わりに、ＩＣＴ機器による

連絡手段を活用し、日常の連絡、

情報共有、周知を図る。また、行

事前における生徒の最終下校時

刻を設定し、生徒も教員も負担加

重のないように工夫する。 

ア・自己診断（生徒）の「わかりやす

い授業」58％を 60％以上に。 

・自己診断（教職員）の「学習指導

の方法等について他教科の担当者

と話し合う機会がある」60％を

65％に。 

・地元の小中学校と連携し、授業見

学や合同研修会を３回以上実施。 

・座学の出前授業を複数回実施。 

・自己診断（教員）「ＩＣＴを活用し

た授業が多い」を 90％台に 

・自己診断（生徒）の「教え方に工

夫をしている先生が多い」70％を

75％以上に。 

 

イ・自習室利用生徒数を述べ人数 110 

人から 200人に、利用満足度80％

に。 

  

・自己診断（保護者）「保護者の相談

に適切に応じてくれる」77％を

80％以上に。 

 ・自己診断（保護者）「教育情報につ

いて提供の努力をしている」83％

を 85％以上に 

・就職一次合格率、二次以降合格率

ともに 85％以上を堅持。（Ｈ2８一

次 85．7％、決定率 95.7％） 

・進路未定率を２％未満に。 

（Ｈ2９ ２％） 

・漢字検定受験者数 180名以上受

験。合格率50％以上（H29 134

名受験） 

・英語検定受験者数 100 名以上受

験。合格率 55％以上（H29 96

名受験） 

ウ．・自立支援コース生の希望進路の実

現率 100％を堅持。 

エ・自己診断（教職員）「各種会議が有

効に機能している」46％を 55％

に。 

 ・自己診断（教職員）「校内研修は教

育実践に役立つ」66％を 70％以

上に。 

ア・自己診断（生徒）の「わかりやすい授

業」 60％（○） 

・自己診断（教職員）の「学習指導につ

いて他教科の担当者と話し合う機会が

ある」 60％。（△） 

・地元の小中学校と連携し、授業見学や

合同研修会（人権研修、保健研修等）を

３回実施。（〇） 

・座学の出前授業を３回実施。（◎） 

・ＩＣＴを活用を含めた授業力向上研修

を全教員対象に２回実施（◎） 

・自己診断（生徒）の「教え方に工夫を

している先生が多い」 71％。（△） 

・自己診断（教員）「ＩＣＴを活用した授

業が多い」 87％（△） 

イ. ・自習室利用生徒数実人数 196人 

  利用満足度（「満足」と「ほぼ満足」合

わせて 78％、「ふつう」を合わせると

98.9％（○）以下、自由記述より 

「落ち着いた環境でいい」 

「仕切りがあって勉強しやすい」 

「5時以降も勉強できる場所がほしい」 

「時間。期間を延ばしてほしい。」 

 

 ・国立大学に推薦で 1名、大阪体育大学

公募制推薦で 1名合格。（◎） 

・自己診断（保護者）「保護者の相談に適

切に応じてくれる」80％（○） 

 ・自己診断（保護者）「教育情報について

提供の努力をしている」84％（△） 

 

・就職一次合格率 74％（△） 

・進路未定率２％未満。（○） 

  

・漢字検定受験者数 132名受験。合格率

43％（△） 

・英語検定受験者数 111名受験。合格

率 58％ 2級に６名合格（◎） 

 

 

ウ．・自立支援コース生の希望進路の実現率

100％。その他手帳保持者の進路も決定

（○） 

エ・自己診断（教職員）「各種会議が有効に

機能している」57％（○） 

 ・自己診断（教職員）「校内研修は教育実

践に役立つ」67％（△） 
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キ
ャ
リ
ア
教
育
、
人
権
教
育
の
推
進 

(1) キャリア教育、人権

教育を系統的、積極的に

推進し、将来、職業人・

社会人としてよりよく自

己を活かして生きていく

ための基盤となる能力や

態度を育成する。 

ア 「産業社会と人間」、

「総合的な学習の時間」、

LHR 等を活用して、キャ

リア教育、人権教育を行

う。 

イ 生徒の学習歴の多様

化を踏まえ、小中学校での

キャリア教育、人権教育の

状況を把握し、小中学校と

連携した取組みを一層推

進する。 

ウ 挨拶、礼儀、身だしな

み等、公共の場での自ら規

範意識を高める態度を

日々の教育活動の中では

ぐくむ。 

エ 時間を守り、落ち着い

て学習活動に取り組める

よう、基本的生活習慣を確

立させる。 

ア・ルーブリック評価を用い、生徒

に課題達成目標を明確に示し、プ

レゼン講座を充実させる。 

・進学希望生徒の増加を踏まえ、

自習室等、自学自習できる学習環

境の整備に努める。 

・初任者にはＨＲや「産社」「総

学」の時間に担任と一緒に入り、

指導内容を把握する。 

イ・小中学校と連携し、生徒・教職

員の交流を積極的にすすめる。 

 ・課題を抱えた生徒の情報共有を

迅速にする。 

 ・教育相談室開室の周知と利用の

促進をする。 

ウ・年次団会議等で生徒の情報交換

を密にし、常に情報共有に努め

る。 

・「身だしなみキャンペーン」の時

期だけでなく、常に恥ずかしくな

い身だしなみを心がけるよう指

導する。指導内容を学校全体で統

一し、一貫した粘り強い指導をめ

ざす。 

・生徒が安心して学校生活を送れる

よう、教職員の規範意識も高め、

服務に関する規律の理解を周知

徹底する。 

エ・生徒指導部中心に遅刻件数を大

幅に減らす。 

・件数の多い生徒には生活習慣全般

の見直しを保護者の協力のもと

に指導する。 

・遅刻を減らす工夫を生活指導部中 

心に、他の分掌とともに協力して取 

り組む。 

ア・自己診断（生徒）「自分の考えをま

とめたり、発表することがよくある」

65％を 70％以上に。 

・自己診断（生徒）「進路についての情

報をよく知らせてくれる」74％を

80％に 

イ・自己診断（生徒）「地域の人々や近

隣の学校との交流がある」47％を

50％以上に 

・自己診断（生徒）「保健室や相談室な

どで気軽に相談できる先生がいる」

45％を 50％以上に 

・職員人権研修年 5回を堅持。内容も

精選。 

・教育相談研修を 1回実施。 

 

 

 

 

ウ・自己診断（生徒）「先生の指導に納

得できる」49％を 50％に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ・遅刻件数を 2019 年度までに 3

割減を目標にする。 

 （H28 約 7000 件 Ｈ29 約

6500 件） 

ア・自己診断（生徒）「自分の考えをまとめ

たり、発表することがよくある」67％

（△） 

・自己診断（生徒）「進路についての情報を

よく知らせてくれる」76％（△） 

 

イ・自己診断（生徒）「地域の人々や近隣の

学校との交流がある」 50％（○） 

 

・自己診断（生徒）「保健室や相談室などで

気軽に相談できる先生がいる」46％（△） 

 

・職員人権研修年 5回実施。（情報共有、自

立支援コース生の就労支援、ＬＧＢＴ研

修など）教育相談研修を7月に実施。（○） 

・小中学校とのキャリア教育・人権教育に

関する交流を４回実施。（進路保障懇談、

保健講演、ＬＧＢＴ研修等）（〇） 

 

ウ.・週 1 回の生徒情報交換、・職員人権研

修年5回、教育相談研修を1回実施。（○） 

・自己診断（生徒）「先生の指導に納得でき

る」 52％。（○） 

 

 

 

 

 

 

エ・遅刻件数  

→Ｈ31 2月末集計 5477件 

H29年度末より 1100件減。 

H28 年度末より 2割以上減。（○） 
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府立貝塚高等学校 
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「
自
主
・
自
律
・
創
造
」
力
と
「
協
調
・
協
働
」
力
の
育
成 

(1) 多様な学びを通し

て身に付けた能力を最大

限に発揮し、自律的自発的

に活動し、自らの才能を開

花させる環境を整える。 

ア 学校行事や部活動を

通して得られる連帯感と、

集団活動によって味わえ

る成就感・達成感を経験さ

せる。 

イ 生徒同士がそれぞれ

の違いを理解しようと努

め、意思疎通を図ることに

よって互いを尊重し、協働

できる姿勢をはぐくむ。 

ウ 国際理解教育を進め

るため、海外の生徒と交流

する機会を設ける。 

エ 生起した事案を教育

相談係や年次連絡会で集

約し、本人の希望を尊重し

ながら情報の共有化を図

り学校全体で支えていく

体制を充実させる。 

(2) 他校種や地域との連

携を深めるとともに学校

情報の積極的な発信を行

う。 

 ア 近隣の小中学校や施

設との連携を強化し、地域

に一層信頼される学校を

めざす。 

イ  学校ホームページや

校長ブログを活用し、学校

情報発信を積極的に行う。 

(１)ア・行事を通して多くの感動を

体験させ、自己肯定感を高める取

組みを推進する。 

・生徒が自主的に活動できる場とし

て利用できるよう、特別教室や中

庭の環境整備を図る。 

イ・体育祭、文化祭等の行事に工夫

を凝らし、他者を思いやり、より

良い取り組みをめざすクラス仲

間づくりを進める。 

ウ・授業において、探究活動や発表

活動を積極的に行い、自主的活動

を促進し、互いに発表しあうこと

でコミュニケーション能力を高

める。 

エ 海外の生徒の授業参加や生徒

との交流をする行事を行う。 

オ・生起した事案を教育相談係や年

次連絡会で集約し、本人の希望を

尊重しながら情報の共有化を図

り、教員同士もお互いを支えあう

ような環境をつくる。 

（２）ア 地域の人を招いた農産物

販売や学習成果発表会、クラブ活

動紹介など、学校の取り組みを外

部の人に発表する機会を推進す

る。 

・生徒の主体的な意見を取り入れ

て、部活動の活性化、新入生の加

入率を上げる取組みを行う。 

イ・Ｗｅｂページで、“生徒の活動

の見える化”に取り組む。 

・生徒がかかわることにより、広報

活動の活性化を図る 

(1)ア・行事満足度９０％以上を堅持。 

（Ｈ28 90％ Ｈ29 90％） 

イ・自己診断（生徒）「行事が工夫され

ている」74%を 75%以上に。 

 

ウ・総合学科アンケート「コミュニケ

ーション能力が身に付いた」74％を

75％に。 

エ・海外の生徒の学校訪問を企画し、

生徒との交流行事を複数回行う。 

オ・学校教育自己診断（生徒）におけ

る「悩みや相談に親身なって応じて

くれる先生がいる」の肯定率を、

2019 年には６５％以上をめざす。

（H2８ ５７％ Ｈ29 61％） 

（２）ア・部活動の加入率1年次 37％

をＨ30 は 40％に、2019 年には

50％以上に。 

・中高の部活動交流の実施クラブ数を

堅持。（Ｈ2８、Ｈ29 ７部） 

・自己診断（生徒）「生徒は部活動に積

極的に取り組んでいる」50％を 60％

に。 

イ・“写真でみる貝塚高校”は月２回以

上、校長ブログは週 2回以上更新。

校長以外の作成者を養成。 

・生徒が作成した広報活動の成果物。

学校説明会での生徒の参加。 

(1)ア・文化祭、体育祭、修学旅行の満足度

すべて 90％後半。（◎） 

イ・自己診断（生徒）「行事が工夫されてい

る」 77%。（○） 

 

ウ・総合学科アンケート「コミュニケーシ

ョン能力が身に付いた」肯定の回答は

85％と大幅増。（◎） 

エ・海外の生徒の学校訪問交流行事４回実

施。国際理解教育実践の場となる。（◎） 

オ・学校教育自己診断（生徒）における「悩

みや相談に親身なって応じてくれる先生

がいる」 62％。（△） 

 

（２）ア・部活動の加入率 1年次 40％弱。

昨年と変わらず。中途退部者はほとんど

いないが入部者が増えない。（△） 

・中高の部活動交流の実施クラブ数を堅持。

（○） 

 

・自己診断（生徒）「生徒は部活動に積極的

に取り組んでいる」52％。（△） 

 

イ・“写真でみる貝塚高校”は平均月２回、

校長ブログは平均週 2～３回更新。他の

教員も作成に関わる。（○） 

・学校説明会をオープンスクールも含めて

４回実施。教員の負担軽減を考え、行事

をまとめて休日勤務日を減らす。（○） 

・生徒が作成したポスターや、保健研究発

表会での生徒の発表、オープンスクール

での生徒のスタッフ参加など、生徒が活

躍。（○） 

 


